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火のHJ心

消えるまで
ゆっくり火の元

にらめっ子

美保湾から初日出を望む
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ご
あ
い
　
さ
　
つ

境
港
市
消
防
保
安
協
会

会

　

長

　

渡

　

辺

　

明

　

彦

平
成
二
十
二
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え
､
会
員
･
関
係
諸
機
関
の
皆

様
に
は
'
平
素
か
ら
危
険
物
に
係
る

安
全
思
想
の
普
及
啓
発
'
ま
た
'
火

災
な
ど
の
各
種
災
害
予
防
に
格
別
の

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
深
-
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
｡

さ
て
､
当
協
会
は
､
昨
年
創
立
五

十
周
年
の
佳
節
を
迎
え
ま
し
た
｡

こ
の
間
'
先
輩
諸
氏
の
こ
努
力
に

よ
り
､
地
域
に
最
も
身
近
な
民
間
防

災
組
織
と
し
て
'
着
実
な
発
展
を
遂

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
o

L
か
し
､
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
､

世
界
的
な
不
況
の
中
'
八
月
に
は
駿

河
湾
を
震
源
と
し
た
大
規
模
な
地
震
'

ゲ
-
ラ
的
な
集
中
豪
雨
の
多
発
'
更

に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
症
の

流
行
な
ど
'
地
域
住
民
の
安
全
を
脅

か
す
災
害
が
後
を
絶
た
ず
'
こ
れ
ま

で
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
危
機
や
災
害

の
発
生
に
､
新
た
な
対
応
を
求
め
ら

れ
る
時
代
と
な
っ
て
釆
ま
し
た
｡

当
協
会
と
し
ま
し
て
も
､
新
た
な

備
え
を
構
築
す
る
の
は
勿
論
の
こ
と

で
す
が
､
五
十
周
年
を
契
機
に
今
一

度
､
初
心
に
帰
り
､
基
本
的
な
事
項

を
守
り
'
初
歩
的
な
-
ス
や
作
業
の

慣
れ
に
よ
る
事
故
の
防
止
の
普
及
を

推
進
し
'
協
会
の
使
命
で
あ
り
ま
す

｢
安
全
な
地
域
づ
-
り
｣
　
に
寄
与
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
｡

今
後
と
も
､
危
険
物
災
害
の
未
然

防
止
に
努
め
｢
備
え
よ
常
に
｣
の
精

神
で
地
域
社
会
に
根
ざ
し
た
防
災
活

動
と
安
全
意
識
の
向
上
に
'
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
｡

な
に
と
ぞ
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
｡

結
び
に
､
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て

よ
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
､
私
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
｡
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.崩達郎寧曳噂会のおしやちJ･).(tT..) :

遠　藤　　　量

えんどう･りょう氏

昭和11年　境港市生

まれ｡

境港市民生部長､特
別養護老人ホーム博
愛苑苑長､日吉津村
教育委員会教育長歴

任｡

∫-tE)

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
九
日
､
わ
が
墳
港
市
消
防
保
安
協

会
は
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
､
記
念
式
典
を
は
じ
め
､
協
会
永

年
役
員
の
表
彰
'
｢
五
十
年
の
あ
ゆ
み
｣

員
会
を
起
ち
上
げ
て
盛
大
に
祝
い
'
更
な

る
発
展
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
｡

今
回
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
､
そ
の
記
念

誌
｢
五
十
年
の
あ
ゆ
み
｣
の
編
集
秘
話
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

創
立
四
十
周
年
当
時
へ
平
成
十
一
年
十

一
月
｢
四
十
年
の
あ
ゆ
み
｣
は
'
弓
浜
半
島

全
景
写
真
を
表
紙
に
使
用
し
'
十
六
頁
に

及
ぶ
重
厚
な
冊
子
の
発
行
で
あ
り
ま
し
た
o

創
立
五
十
周
年
と
い
う
節
目
は
大
き
な

区
切
り
で
あ
り
､
そ
の
時
に
在
職
し
た
り
'

事
業
に
係
わ
る
こ
と
の
喜
び
は
格
別
な
も

の
が
あ
り
ま
す
｡

そ
こ
で
｢
境
港
市
消
防
保
安
協
会
創
立

五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
｣
が
組

織
さ
れ
'
メ
イ
ン
事
業
で
あ
る
｢
五
十
年

の
あ
ゆ
み
｣
を
渡
辺
明
彦
実
行
委
員
長
を

中
心
に
L
t
特
に
木
村
副
会
長
､
小
灘
境

港
市
史
誌
編
纂
員
の
力
を
借
り
て
編
集
が

始
ま
り
ま
し
た
｡

五
十
周
年
の
年
輪
を
綴
る
に
ふ
さ
わ
し

い
表
紙
を
考
え
る
時
に
'
木
村
副
会
長
が

の
発
行
な
ど
実
行
委

か
ね
て
構
想
を
あ
た
た
め
て
い
た
'
大
正
十
五
年
､
境
港
市
共

栄
協
会
写
真
の
｢
大
山
を
中
心
と
し
た
弓
ヶ
浜
半
島
全
景
｣
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
｡

年
度
表
彰

平
成
二
十
一
年
度
に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
(
事
業
所
･

個
人
)
　
で
す
｡
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

全
国
危
険
物
安
全
大
会

*
財
団
法
人
全
国
危
険
物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰

(
優
良
危
険
物
関
係
事
業
所
)

･
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
　
境
港
油
槽
所

所
長
　
浜
野
　
茂
夫

鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
理
事
会

(
理
事
会
の
席
上
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
｡
)

*
鳥
取
県
知
事
表
彰
(
個
人
l
)

(
危
険
物
優
良
取
扱
者
)

o
木
村
　
勝
敏
(
木
村
産
業
株
式
会
社
)

*
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
表
彰
(
事
業
所
2
)

(
功
労
者
)

｡
フ
ジ
ッ
コ
フ
ー
ズ
株
式
会
社

｡
A
D
E
K
A
フ
ァ
イ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社

境
港
市
消
防
保
安
協
会
総
会

(
総
会
の
席
上
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
｡
)

*
境
港
市
消
防
保
安
協
会
会
長
表
彰
(
事
業
所
2
㌧
個
人
l
)

D
国
際
航
空
給
油
株
式
会
社

｡
大
日
本
木
材
防
腐
株
式
会
社

｡
木
村
　
勝
敏
(
木
村
産
業
株
式
会
社
)
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◎　住宅火災による死者数は急増しており､死に至った原因の
7割は逃げ遅れです｡火災の発生をいち早く感知し逃げ遅れ
を防ぐため､適正な箇所に設置しましょう｡

_i]牛　至

就寝に使用する部屋の天井又は壁面に設置します｡

E]階　段

就寝に使用する部屋がある階の階段の踊場の天井又は壁面
に設置します｡

B]台　所

できるだけ設置することが望ましい(努力規定)となって
います｡

◎　全ての住宅には､平成23年5月3 1日までに設置が必要
ですo

)

表
紙
の
裏
面
に
木
村
副
会
長
が
｢
歴
史
に
学
ぶ
･
さ
か
え
の

な
り
た
ち
｣
を
綴
ら
れ
て
い
ま
す
｡

そ
の
昔
'
戦
国
時
代
｢
境
を
制
す
る
は
出
雲
を
制
す
る
｣
と

言
わ
れ
る
こ
と
の
証
し
を
説
き
'
芋
代
官
'
浜
の
芋
太
郎
の
記

述
に
及
び
ま
す
｡

境
港
市
消
防
保
安
協
会
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
｢
五
十
年
の

あ
ゆ
み
｣
は
境
港
の
歴
史
読
本
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
｡こ

れ
か
ら
の
五
十
年
後
'
創
立
百
周
年
に
は
'
消
防
体
制
は

ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
｡

お
そ
ら
く
､
わ
が
墳
港
市
の
消
防
保
安
体
制
は
､
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
消
火
'
高
速
消
防
艇
が
隠
岐
島
を
も
管
轄
内
と
し
て
実
現

し
て
い
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
O
　
(
元
墳
港
市
消
防
本
部
職
員
)

改
め
て
｢
五
十
年
の
あ
ゆ
み
｣
を
取
り
出
し
て
手
に
し
て
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
｡

こ
の
写
真
に
は
'
境
港
が
全
国
に
そ
の
名
を
博
す
原
点
が
宿

り
ま
す
｡

境
港
市
の
主
要
官
公
庁
､
台
場
'
神
社
仏
閣
な
ど
と
境
港
港

湾
修
築
'
美
保
湾
防
波
堤
､
境
港
灯
台
'
境
港
駅
貨
物
荷
上
岸

壁
等
が
絵
図
さ
れ
て
い
ま
す
Q

こ
の
記
念
誌
表
紙
写
真
一
葉
は
'
境
港
港
湾
史
を
語
っ
て
い

ま
す
o明

治
四
十
年
'
全
国
重
要
港
湾
十
二
の
中
に
指
定
さ
れ
同
四

十
五
年
'
全
国
第
二
種
港
湾
九
の
中
に
入
り
'
海
外
貿
易
港
'

東
ア
ジ
ア
の
重
要
性
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
o

明
治
三
十
五
年
､
境
線
､
墳
～
御
来
屋
間
が
開
通
し
'
山
陰

鉄
道
発
祥
の
地
と
な
り
ま
す
｡
大
正
十
五
年
に
は
､
大
連
～
境

港
間
に
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
ま
す
｡
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九
月
二
十
九
日
'
境
港
消
防
署
屋
外
訓
練
場
に

て
､
境
港
消
防
署
の
ご
協
力
の
も
と
第
三
十
回
事

業
所
対
抗
消
火
競
技
会
を
開
催
し
ま
し
た
D

天
候
は
あ
い
に
-
の
曇
り
空
'
各
チ
ー
ム
は
強

い
風
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
の
競
技
会
で
し
た
が
'

十
四
チ
ー
ム
二
十
八
名
が
力
い
っ
ぱ
い
消
火
技
術

を
競
い
合
い
ま
し
た
｡

優

　

勝

吉
備
総
合
電
設
A
チ
ー
ム

地
内
　
悟
･
平
谷
幸
博

学
優
勝

国
際
航
空
給
油
所
カ
フ
コ

佐
々
木
俊
和
･
黒
田
秀
樹

三

　

位

ア
ク
テ
ィ
境
港
営
業
所
A
チ
ー
ム

小
村
尚
吾
･
石
倉
　
正

特
別
賞
(
女
性
の
部
一
位
)

済
生
会
境
港
総
合
病
院
チ
ー
ム

議
埜
美
世
子
･
大
山
ゆ
か
り

鴎
療
僚
魔

平
成
二
十
二
年
度
の
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
が
行
う
各
試
験
の

日
程
で
す
｡

*
危
険
物
取
扱
者
試
験

第
一
回

試
　
験
　
種
類

試

　

験

　

日

願
書
受
付
期
間

罪
二
回

試

　

験

　

種

　

類

試

　

験

　

日

願
書
受
付
期
間

甲
種
､
乙
種
､
丙
種

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
日
㈲

平
成
二
十
二
年
四
月
十
九
日
㈲～

五
月
六
日
㈹

甲
種
､
乙
種
'
丙
種

平
成
二
十
二
年
十
月
三
十
一
日
㈲

平
成
二
十
二
年
九
月
六
日
側

～
九
月
二
十
二
日
㈱

第
≡
回

試
顔
　
種
類
　
乙
種

試
　
験
　
日
　
平
成
二
十
三
年
1
月
三
十
日
㈲

願
書
受
付
期
間
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
㈹

～
十
二
月
九
日
㈹

※
　
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
イ
ン
タ
-
ネ
ッ
ト
で
受
験
申
請

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
｡
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
-
で
の
受
験

申
請
は
､
受
験
で
き
る
試
験
種
別
､
申
請
期
間
等
が
書
面
申

請
と
異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
｡

試
　
顛
会
　
場
　
(
西
部
地
区
予
定
)

米
子
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

※
　
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
は
第
一
回
と
第
二
回
の

試
験
に
併
せ
て
開
催
す
る
予
定
で
す
｡

*
消
防
設
備
士
試
験

試
験
　
種
　
類
　
甲
種
､
乙
種

試
　
験
　
日
　
平
成
二
十
二
年
八
月
l
日
㈲

願
書
受
付
期
間
　
平
成
二
十
二
年
六
月
七
日
㈱

～
六
月
二
十
三
日
㈹

試
　
験
会
　
場
　
(
西
部
地
区
予
定
)

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー


